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【概 要】

都市におけるエネルギーと物資の多量消費は，ヒートアイランドや大気汚染といった

様々な環境問題を引き起こしている。また，都市部の人口集中により事故や災害の規模

。 ， ，は必然的に大きくなる これらの問題に対処するための基盤技術として 熱や有害ガス

浮遊粒子状物質などの移流拡散過程を正しく予測・評価できる熱流体解析法（乱流モデ

ル）の確立が強く要請されている。都市における熱や物質の移流拡散過程は，建物群や

丘陵（複雑地形）が干渉するために単純な平原での過程とは比較にならないほど複雑で

ある。本研究では，機器スケールの移流拡散現象の解析法として十分な実績がある工学

乱流モデルを基軸として研究を展開し，都市スケール移流拡散現象の予測・評価に適用

できる次世代乱流モデルを構築する。具体的な目標は，1) 都市における熱・物質移流

拡散現象の素過程を抽出する; 2) 各素過程の特性を実験，理論，直接数値シミュレー

ションにより解明する; 3) 得られた知見に基づいて素過程乱流モデルを開発し，これ

らを統合していく; 4) 都市にかかわる種々の移流拡散現象を解析できる次世代乱流モ

デルを構築する，ことである。

【期待される成果】

次世代乱流モデルは，ミクロ（機器）スケール現象の解析法として完成の域に達しつ

つある工学乱流モデルをメゾ（都市）スケールへと発展させる独自のアプローチによっ

て構築される。建物と地形が複雑に干渉する場においても解析精度が低下しない都市環

境シミュレーション技術を確立することは，社会的要請の強い課題である。上記視点で

開発される次世代乱流モデルはこの要請に応える基盤技術になることが期待される。本

研究の成果は，都市における熱や有害物質の移流拡散現象の予測・評価に利用できるだ

けでなく，将来的には，事故・火災にともなう移流拡散現象のリアルタイムシミュレー

ション法へと発展していく可能性が十分にある。
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